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渋
谷
駅
周
辺
は
、
今
や
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
一
見

谷
の
底
に
あ
る
と
は
信
じ
難
い
景
観
を
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、
地
下
鉄
銀
座
線
は
渋
谷
駅
に
至
る
直
前
で
、

い
き
な
り
崖
か
ら
中
空
に
飛
び
出
る
よ
う
に
し
て
、
駅

ビ
ル
上
層
階
の
ホ
ー
ム
に
達
す
る
。
平
成
二
十
四
年
に

開
業
し
た
複
合
ビ
ル
「
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
」
の
入
り
口
は
、

駅
側
の
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
加
え
、
尾
根
に
当
た

る
東
側
に
も
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
国
道

二
四
六
号
線
と
直
結
す
る
ビ
ル
の
四
階
だ
。
高
低
差
の

大
き
な
立
地
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

一
昔
前
の
言
い
方
に
な
ら
う
な
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

若
者
の
街
。
し
か
し
渋
谷
は
現
在
も
、
流
行
・
情
報
の

発
信
地
と
し
て
そ
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
の
渋
谷
が
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
。
駅
を
包
囲
す
る

よ
う
に
展
開
す
る
再
開
発
計
画
、
東
口
の
工
事
で
陣
頭

指
揮
に
当
た
る
東
急
建
設
㈱
の
吉
村
幸
丞
所
長
は
こ
う

語
る
。「
一
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
渋
谷
は
、
以
前
か
ら
移
動

し
に
く
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
再

開
発
計
画
で
は
『
動
き
や
す
く
、
歩
き
や
す
く
』
を
コ

ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
駅
周
辺
か
ら
街

全
体
を
変
え
る
。
渋
谷
を
日
本
一
、
世
界
一
訪
れ
た
い

街
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」。

　

交
錯
す
る
国
道
と
鉄
道
、
各
方
面
に
伸
び
る
歩
道
橋
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
が
集
中
す
る
渋
谷
駅
周
辺
の
動
線
は

複
雑
を
極
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
と
銀

座
線
の
ホ
ー
ム
移
設
計
画
に
よ
り
、
地
下
化
し
た
東
横

谷
底
の
街
、渋
谷
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に
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大
都
会
の
谷
底
で
展
開
さ
れ
る

 
一
〇
〇
年
に
一
度
の
大
改
造

渋
谷
駅
街
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う

渋
谷
駅
東
口
基
盤
整
備
工
事（
第
一
工
区
）

現場は渋谷ヒカリエに隣接し、周囲にはバスや歩行者が絶えない。上空には銀座線が走る。安全確保が大きな課題だ。この地下基盤の上に高さ
230m、渋谷ヒカリエをはるかに超える高層ビルが建設される。

東
京
・
渋
谷
は
武
蔵
野
台
地
を
侵
食
し
て
走
る
宇
田
川
と
渋
谷
川
の
合
流
地
点
に
形
成
さ
れ
た
、

文
字
通
り
谷
底
の
街
だ
。谷
の
底
に
は
人
が
集
ま
る
。鉄
道
七
路
線
の
駅
が
結
節
し
、

 

一
日
あ
た
り
の
乗
降
客
は
三
〇
〇
万
人
に
達
す
る
。

し
か
し
、そ
れ
だ
け
に
駅
周
辺
の
動
線
が
混
沌
と
し
、街
は
道
路
と
鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
。

 「
渋
谷
を
日
本
一
訪
れ
た
い
街
に
」こ
の
合
言
葉
の
も
と
、大
都
会
の
大
改
造
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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寸
前
だ
っ
た
。
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、
地
下
空
間
を
災

害
時
に
被
災
者
の
一
時
避
難
場
所
と
す
る
計
画
だ
。

「
動
き
や
す
く
、歩
き
や
す
く
」
さ
ら
に「
災
害
に
強
い
」。 

こ
の
二
つ
が
再
開
発
事
業
の
大
き
な
目
的
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
ひ
と
と
き
も
眠
る
こ
と
な
く
長
い
歴
史
を

刻
み
続
け
て
き
た
大
都
会
で
展
開
さ
れ
る
難
工
事
だ
。

苦
労
は
尽
き
な
い
。
ビ
ル
を
含
め
地
下
構
造
物
も
昭
和

初
期
に
開
発
が
は
じ
ま
り
、
昭
和
三
十
年
代
に
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
一
帯
に
残
さ
れ

た
当
時
の
遺
構
を
撤
去
し
、
貯
留
槽
、
地
下
広
場
を
新

た
に
構
築
す
る
施
工
は
容
易
で
は
な
い
。「
当
時
の
図

面
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
構
造
を
確
認
し
な
が
ら

慎
重
に
撤
去
と
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鉄

道
近
接
に
加
え
て
、
渋
谷
川
と
い
う
地
下
の
川
を
背
負

っ
て
い
る
現
場
。
こ
ん
な
現
場
は
他
に
は
な
い
で
し
ょ

う
。
危
険
回
避
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
慎
重
に

施
工
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
吉
村
所
長
は
話
す
。

　

東
口
で
は
、
区
画
整
理
、
鉄
道
改
良
工
事
、
ビ
ル
工

事
、
イ
ン
フ
ラ
工
事
な
ど
多
数
の
工
事
が
並
行
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。
渋
谷
駅
東
口
基
盤
整
備
工
事
（
第
一
工

区
）
は
そ
の
動
線
調
整
を
担
っ
て
い
る
。「
月
に
一
度
全

体
会
議
を
開
き
、
全
現
場
の
工
程
を
確
認
し
ま
す
が
、

こ
れ
だ
け
大
き
な
現
場
で
す
か
ら
、
予
定
は
日
々
変
わ

っ
て
い
く
の
で
、
毎
日
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
、
会
議

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
確
か
に
調
整
は
大
変
で
す
が
、
こ

の
工
事
に
関
わ
る
全
員
が
、
新
し
い
渋
谷
を
創
る
と
い

線
、
副
都
心
線
の
乗
り
換
え
を
容
易
に
、
さ
ら
に
、
ア

ー
バ
ン
・
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
縦
動
線
機
能
を
整
備
す
る

こ
と
で
地
上
と
の
往
来
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。
縦
横
の

動
線
を
確
保
し
、
道
路
と
鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
街
を
一

体
化
し
、
開
放
感
に
満
ち
た
都
市
空
間
を
生
み
出
す
。

「
そ
の
東
口
再
開
発
の
『
基
盤
』
を
構
築
す
る
た
め
に

我
々
が
こ
こ
に
い
ま
す
。
着
工
は
平
成
二
十
三
年
、
支

障
物
や
既
存
構
造
物
の
撤
去
に
は
じ
ま
り
、
現
在
、
主

と
し
て
地
下
広
場
を
は
じ
め
と
す
る
地
下
空
間
の
構
築
、

暗
渠
と
な
っ
た
渋
谷
川
の
付
け
替
え
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
工
事
内
容
は
一
言
で
は
説
明
で
き
な
い
ほ
ど
多

岐
に
渡
り
ま
す
」
と
吉
村
所
長
は
話
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
防
災

都
市
と
し
て
の
機
能
強
化
だ
。
す
り
鉢
状
の
渋
谷
に
は

豪
雨
の
際
、
雨
水
が
集
中
す
る
。
こ
れ
を
引
き
受
け
る

約
四
、〇
〇
〇
立
方
㍍
の
地
下
貯
留
槽
の
建
設
と
、
利

便
性
向
上
の
た
め
の
整
備
だ
。
東
日
本
大
震
災
の
際
、

渋
谷
駅
は
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
駅
自
体
を
閉
鎖
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
当
時
、
す
で
に
着
任
し
て
い
た

吉
村
所
長
は
当
時
の
光
景
を
こ
う
振
り
返
る
。「
動
い

て
い
る
の
は
バ
ス
と
一
部
の
電
車
だ
け
、
駅
周
辺
は
人

で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
は
テ
レ
ビ
局
が

あ
る
の
で
一
日
中
実
況
中
継
状
態
。
我
々
も
物
資
の
配

布
な
ど
出
来
る
限
り
の
こ
と
は
し
ま
し
た
」。
し
か
し

緊
急
時
の
対
応
に
は
限
界
も
あ
り
、
駅
前
は
パ
ニ
ッ
ク

最終形が見えてきた東口地下広場。“動きやすい渋谷”を象徴する施設だ。直下に雨水を貯める貯留槽が整備されている。

上／渋谷川を付け替える新しい流路の施工が進行中。ポイ
ントごとの地盤を考慮しながら分割して慎重に施工する。
下／既存の渋谷川を導流するカルバートもほぼ完成してい
た。地上の渋谷川沿いには遊歩道が整備される予定だ。

豪
雨
、震
災
に
負
け
な
い

災
害
に
強
い
街
を
創
る

発  注  者：渋谷駅街区土地区画整理事業共同施行者
　　　　　代表者　東京急行電鉄株式会社
施  工  者：東急・清水・鹿島建設共同企業体
工　　期：平成23年2月〜平成32年3月（仮復旧まで）
工事内容：�東口駅前広場工事、東口地下広場工事、渋

谷川移設工事（北側）、地下貯留槽工事、仮
設9番出入口工事、新設9番出入口工事、既
設跨道橋撤去工事、既設下水道管切廻し工
事、清流復活管仮設工事（土留工、土工）

工事概要

現場は多層構造になっている。支障物
を撤去した後、土留めを組んで地下
30mまで掘り下げ、貯留槽を構築、その
上に地下広場を整備し、さらにその上
部に渋谷川を付け替える。底盤から地
上方向に積み木を組み上げるように施
工している。（提供：東京急行電鉄㈱）

 

一
〇
〇
年
に
一
度
の
大
工
事
に
挑
む

地下貯留槽

渋谷ヒカリエ

鳥瞰図

将来整備イメージ
 （地下部）

地下広場

銀座線

渋谷川
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着工後に2020年の東京五輪の
開催が決定し、これを見据えて

ら超えて、協力して最高のものをつく
ろうと優秀な人材が奮闘しています。
建設業界の未来を垣間見た気がしまし
た。自社、自分のことを優先するので
はなく、「全体最適」を考える。人とい
う「点」をつなげ「線」をつくる。その
線が交差しないよう「面」に広げるこ
とで、現場におけるこの一体感をさら
に強固なものとする。それが現在の私
の仕事だと、そう強く感じています。

一部工期の前倒しが始まっています。
工程の見直しは大変な作業ですが、か
えってこれが奏功し、現場の一体感は
深まりました。旗が立つとその下に現
場の職員、作業員が一人も欠けること
なく志をひとつにして結集したんです。
JV各社の社員だけでも数百人。企業
間だけではなく、土木、建築の垣根す

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

東急建設株式会社
首都圏土木支店 鉄道土木部 
作業所長

吉村幸丞
Koushou Yoshimura

現場の地上部上空を走る銀座線の高架を支える支保工。貯留
槽、地下広場などが重層する現場の間隙をぬって支持地盤ま
で到達させ、しっかりと鉄道を支えている。

村
。
当
社
の
二
〇
代
の
社
員
を
週
一
回
集
め
た
勉
強
会

で
す
。
一
〇
分
間
で
二
〇
問
の
テ
ス
ト
か
ら
始
め
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
技
術
な
ど
、
な
る
べ
く
現
場
の
進

捗
に
合
わ
せ
た
課
題
で
勉
強
し
ま
す
。
み
ん
な
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
。
若
い
連
中
と
直
接
関
わ
る
こ
う

し
た
機
会
は
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
す
」。

ご
自
身
が
駆
け
出
し
の
頃
は
、
現
場
で
直
面
す
る
課
題

が
何
よ
り
も
貴
重
な
勉
強
の
機
会
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

今
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
吉
村
所
長

は
、
渋
谷
村
塾
を
通
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
判
断
、
行

動
が
ど
う
い
う
結
果
に
つ
な
が
る
か
を
事
細
か
に
話
し

て
聞
か
せ
る
こ
と
に
専
心
し
て
い
る
と
い
う
。

　

吉
村
所
長
は
入
社
直
後
か
ら
、
地
下
鉄
の
建
設
、
下

水
道
の
整
備
、
耐
震
補
強
、
シ
ー
ル
ド
工
事
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
工
に
参
画
し
て
き
た
。
初
め
て
所
長
を
拝
命

し
た
三
二
歳
の
と
き
、
当
時
の
役
員
か
ら
今
の
う
ち
に

経
験
を
積
ん
で
お
け
と
発
破
を
か
け
ら
れ
た
。
近
頃
、

そ
れ
に
は
明
確
な
目
的
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
気

づ
い
た
と
語
る
。「
地
下
鉄
か
ら
下
水
道
の
ト
ン
ネ
ル

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
工
種
に
接
す
る
機
会
を
与
え
て
く
れ

た
。『
渋
谷
』
を
変
え
る
と
い
う
構
想
は
、
た
ぶ
ん
私
が

入
社
す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
〇
〇
年

に
一
度
の
大
事
業
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
規

模
の
工
事
。
い
つ
か
始
ま
る
渋
谷
改
造
計
画
の
先
陣
を

切
れ
と
、
先
輩
た
ち
は
そ
の
夢
を
我
々
に
託
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」。
土
木
は
夢
に
カ
タ
チ
を
与
え
る
仕
事

だ
。
数
年
後
、
渋
谷
の
街
に
長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た

ひ
と
つ
の
大
き
な
夢
が
立
ち
上
が
る
。

う
共
通
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
て
い
る
の
で
順

調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

そ
う
し
た
人
心
統
率
の
大
切
さ
は
、
社
内
ス
タ
ッ
フ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
大
所
帯
の
現
場
だ
。
作
業
員
は
ピ
ー

ク
時
に
約
二
〇
〇
名
、
職
員
も
四
〇
名
ほ
ど
に
な
る
。

ラ
イ
ン
ご
と
の
リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
た
指
示
で
情
報
の
伝

達
に
遺
漏
は
な
い
が
、
若
手
と
の
接
触
は
希
薄
に
な
り

が
ち
だ
。
そ
こ
で
始
め
た
の
が
〝
渋
谷
村
塾
〞
だ
。「
い

ま
話
題
の
松
下
村
塾
じ
ゃ
な
く
て
。『
村
』
は
吉
村
の

写真の底部が地下貯留槽。降雨量が一時間あたり50㎜を超えるとゲートを開き稼働する。その貯水量は4,000㎥、25mプール8杯分に相当する。


